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区政報告
ニュース

４
月
20
日
、
日
本
共
産
党
区

議
団
は
、
感
染
拡
大
が
第
４
波

に
事
実
上
入
り
、
大
型
連
休
を

控
え
た
中
、
区
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、
区
長
に
緊
急

要
望
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。
区

は
、
北
川
副
区
長
が
対
応
し
ま

し
た
（
左
写
真
）
。

要
望
で
は
、
感
染
拡
大
封
じ

込
め
に
向
け
た
検
査
の
拡
大
、

ワ
ク
チ
ン
の
個
別
、
訪
問
接
種

の
具
体
化
、
十
分
な
補
償
と
く

ら
し
応
援
、
連
休
中
の
相
談
支

援
窓
口
設
置
な
ど
求
め
て
い
ま

す
（
全
項
目
は
下
囲
み
）
。
そ

の
後
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令

も
出
さ
れ
た
だ
け
に

☆荒川区政の各種情報・

話題など…横山幸次区議

のホームページをご覧く

ださい。

５月10日(月)
横山事務所

18時～20時

※お困りごとなど電話、
ファックス、メールなど
でお気軽にご相談下さい。
裏面 防災街づくり、女
子医大移転問題…など

町
屋
４
丁
目
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
現

場
で
ま
た
遺
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
一
帯
は
、
町
屋
四
丁
目
実
揚
遺
跡

と
し
て
「
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」

（
縄
文
・
弥
生
・
古
墳
時
代
か
ら
中
世
、

町
屋
四
丁
目
１
か
ら
４
番
、
13
か
ら
17

番
、
18
番
の
一
部
）
の
一
つ
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
所
管
す
る
区
の
ふ
る
さ

と
文
化
館
に
聞
く
と
、
こ
の
間
も
建
設

現
場
で
い
く
つ
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
で
建
設
工
事
を
行
う
際
に
は
、

区
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
今
回
の
現

場
も
今
後
本
調
査
に
入
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
遺
跡
は
、
近
年
の
発

掘
で
弥
生
か
ら
古
墳
時
代
の
井
戸
や
土

器
な
ど
見
つ
か
り
、
私
達
の
祖
先
が
ど

う
い
っ
た
暮
ら
し
を
し
て
き
た
の
か
知

る
上
で
貴
重
な
遺
跡
で
す
。
そ
れ
が
、

こ
ん
な
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
も
び
っ

く
り
で
す
。

横
山
幸
次

生活相談は、随時受け付け

TEL&FAX ３８９５－０５０４
不在時は、留守電へ 後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

《要望項目》
１、感染封じ込めのために

①国に対し感染封じ込めに必要な大規模検査、十分な補

償、医療機関への減収補填と病床確保を行うよう求める

こと。

②東京都が実施する高齢者施設で月１回、精神科病院で

週１回を目安にした職員や医師、看護師らを対象とした

検査について区内での取り組みを具体化し、

遅滞なく実施できるようにすること。

③東京都に対し、今回のスクリーニング検

査を、頻度を週１回以上、すべての医療機

関、すべての障害者福祉関係事業、保育園など児童福祉

関係事業所、患者・利用者にも拡大するよう求めること。

④東京都に対し、変異株検査を全陽性検体に対して行う

よう求めること。

⑤区として独自に、区内でクラスターの予想される分野

へのスクリーニング検査を実施すること。

⑥PCR検査が出来る区内医療機関を公表すること。

⑦無症状者のPCR検査に対する区としての

独自助成制度を創設すると。

⑧区として医療従事者への独自支援を検

討、実施すること。

⑨連休中の検査体制の維持や感染症拡大などへの対応の

ため、保健所をはじめ区として必要な体制をとること。

２、ワクチン接種をすすめるために

①ワクチン接種について、医師会とも協議し、個別医療

機関での接種、および訪問接種を具体化し早期に明らか

にすること。

②接種会場に行けない区民（高齢者、障害者など）に対

する移動手段（送迎、タクシー券配布など）

を具体化すること。

③区としても医療従事者へのワクチン接種

を最優先すること。

３、区民の暮らしと生業を守るために

①区内事業者のコロナ禍での事業実態調査（抽出を含む）

を行うとともに、独自の「事業継続支援」を検討実施す

ること。

②東京都に対し、時短要請に伴う協力金について、日割

り支給、申請期日の延長、申請に間に合わなかった事業

者への遡及申請、影響を受ける全事業者

への対象拡大など求めること。

③連休中の検査、福祉、医療、経営など

の相談窓口の設置を行うこと。

④生活困窮者などへの緊急対応窓口の設置など具体的支

援体制を構築すること。

⑤生活保護の扶養照会について、３月３０日付け厚労省

通知を踏まえ、本人同意以外の扶養照会をやめること。

⑥図書館、ふれあい館などの区施設について、より徹底

した感染防止対策を実施したうえで、区民の居場所とし

ても継続して利用できるようにすること。

☆上は、昨年9月の町屋4-14の遺跡調査(ふる

さと文化館だよりから)、下は町屋4-1のマン

ション建設現場…



地区名(面積) 町屋・尾久(242. 2ha) 荒川２４７(48. 5ha)

2020年度末見込

(指定当初から)

63.6 %

(6.8ポイントU P)

68.5 %

 (10.1ポイントU P)

指定当初

 (指定年月)

56.8 %

(2014. 4)

58.4 %

 (2013. 4)

※不燃領域率とは

市街地の延焼のしにくさを表す指標。市街地面積に占める耐

火建築物の敷地および幅員6メートル以上の道路等の公共施設

の面積の割合。

測量進捗率68.8％　用地取得率47.4％

②主要生活道路拡幅

①不燃領域率

区
議
会
・
建
設
環
境
委
員
会
に

「
防
災
街
づ
く
り
事
業
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
取
組
」
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

荒
川
区
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
最

大
の
課
題
は
、
木
造
密
集
地
域
の
整

備
改
善
で
す
。
そ
の
一
つ
の
指
標
が

今
回
報
告
の
あ
っ
た
不
燃
化
特
区
で

の
不
燃
領
域
率
で
す
。
一
番
総
合
危

険
度
の
高
い
町
屋
と
尾
久
地
域
で
は
、

こ
の
７
年
間
で
や
っ
と
63
％
に
な
り

ま
し
た
が
目
標
の
70
％
に
は
距
離
が

あ
り
ま
す
。
し
か
も
こ
の
不
燃
領
域

率
（
下
表
参
照
）
は
、
道
路
沿
い
に

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
、
道
路

が
広
が
れ
ば
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

丁
目
単
位
の
不
燃
領
域
率
や
耐

震
耐
火
率
な
ど
調
査
を

実
際
に
木
造
密
集
地
域
内
の
建
て

替
え
や
住
宅
耐
震
化
は
、
「
自
己
責

任
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
全
な
住

宅
の
確
保
な
く
し
て
「
燃
え
な
い
、

倒
れ
な
い
」
ま
ち
づ
く
り
は
で
き
ま

せ
ん
。
丁
目
単
位
で
の
不
燃
化
や
耐

震
化
の
調
査
を
行
い
、
改
善
の
目
標

を
持
つ
べ
き
で
す
。
大
規
模
再
開
発

で
な
く
密
集
市
街
地
の
整
備
改
善
こ

そ
最
優
先
す
べ
き
で
す
。

東
京
医
師
会
長
は
「
こ
れ
以

上
感
染
拡
大
す
れ
ば
無
観
客
で

も
東
京
五
輪
は
難
し
い
」
と
発

言
。
米
紙
も
「
一
大
感
染
イ
ベ

ン
ト
に
な
る
」
と
の
報
道
し
て

い
ま
す
。
国
内
で
も
「
中
止
・

再
延
期
」
が
72
％
な
ど
、
ど
の

世
論
調
査
で
も
同
じ
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
に
集

中
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
国

民
の
声
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

東京女子医大東医療センター

が足立区に移転することに伴っ

て跡地に病院を整備する社会

医療法人「正志会」と区のの

基本協定締結にむけた内容の

報告がありました。

それによると３月29日の東

京都医療審議会で、当初の申請通り女子医大が移転したあとの病

院の病床は240床(災害100床 感染症50床)が配分されました。

なお、区と正志会の基本協定締結に向けた協議事項についての

調整状況は、以下のとおりです。

①一般病床240でICU病床、地域包括ケア病床リハビリ病床を整備

することで運営する正志会とは調整済み。

②災害拠点病院として72時間自家発電用燃料・医療用水・食料品

等備蓄確保を行うことで合意済み。

③感染症流行時には一般病床棟を感染症病棟に切り替える準備を

行うことで調整済み。

④診療科目は内科、外科、小児科、救急科、整形外科、婦人科、

産科その他総合的に整備することで調整中。なお産科は分娩まで

取り扱うかどうか正志会と調整を継続。

⑤日医大附属病院との連携、医師の派遣について検討。

【今後の予定】

２０２１年９月 区議会に財産貸付議案と補正予算提案

10月 区議会に基本協定案を報告

11月 正志会と基本協定締結

区民にとって必要な医療確保が引き続き重要

な課題となっています。

● 防災スポット・公園

○ 防災スポット・公園（予定）

※太線 主要生活道路着手済み


